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	生徒指導総合対策会議　Vol.15
(2011年 3月15日号)

	～「ubiquitous（ ユビキタス）」とは「どこにでも存在する」を意味するラテン語。

「いつでも、どこでも、だれでも」が関わることのできるネットワーク環境のこと ～　


平成22年度「携帯電話についてのアンケート」調査の結果（概要）
本県における児童生徒の携帯電話の利用実態を把握し指導の参考に資するため、平成２２年１０月に実施した「携帯電話についてのアンケート」調査の結果（概要）について報告します。
	調査対象および抽出校　小学校８校（652名）中学校10校（1,011名）
高等学校12校（1,199名） 　計 30校（2,862名）


※調査結果の詳細については、別紙資料またはＨＰをご覧ください。 
ＨＰ…　長野県教育委員会ＨＰ　→　生徒指導　→　ケータイ・インターネットに係る指導資料
　　　   教育委員会定例会（917回）資料にも、別形式で公表・掲載しています
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携帯電話に関する保護者との約束事
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フィルタリング機能の普及率
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携帯電話を購入した時期

3.9%

2.4%

1.6%

5.0%

4.4%

7.0%

10.8%

8.1%

16.8%

39.0%

0.5% 0.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

携帯電話を所持している児童生徒の割合
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１日に送信するメール数の平均
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メールを利用する時間帯
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高校生の７割以上が「定額制」の料金契約をしており、「定額制」の利用率は年齢とともに増加している。「自転車の運転中に携帯電話を操作した経験がある」と回答した児童生徒の割合は中学１年生から増加する。（中学生の約２割、高校生の４割から５割が「経験がある」と回答。）
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１日に携帯電話から

インターネットに接続する時間の平均
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携帯電話からインターネットに

接続する時間帯
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　生徒指導総合対策会議では、皆様からのご質問や、「こんな点を教えて欲しい」「こんな事例での対応策は？」など、身近な疑問についての質問をお受けしたいと思います。個別事例のご相談も可能な限り行いたいと思いますが、共通の話題として「ユビキタス＠ｎａｇａｎｏ」にもできる範囲で掲載したいと思います。下記までご連絡ください。
	生徒指導総合対策会議事務局　　担当：長野県教育委員会 教学指導課 心の支援室生徒指導係

Tel　026-235-7436（直通）　　Fax　026-235-7495　　E-mail　kokoro@pref.nagano.lg.jp


※「ユビキタス＠ｎａｇａｎｏ」は参考資料として情報提供しています。学校の実情に合わせてご活用ください。


























































































フィルタリング機能の活用について


フィルタリング機能の普及率は、平成２１年４月１日の法律施行に伴い、前回の調査（平成２０年度）よりは上昇しているものの、高校生の約５割はフィルタリング機能を活用していないという実態である。携帯電話の使用について保護者との約束事が「特にない」と回答した児童生徒の割合も多く、法律の趣旨が一般に理解されていないという現状である。また、中学３年生と高校３年生の男子の１割以上は、アダルトサイト等にアクセスした経験があると回答している。
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携帯電話を所持している児童生徒の割合と携帯電話を購入した時期について


携帯電話の所持率は、小学校から中学校に掛けて緩やかに増加し、中学校卒業から高校の入学に掛けて飛躍的に増加する。携帯電話を購入する時期にも同様の傾向が見られるが、前回の調査（平成２０年度）と比較すると低年齢化が進んでいる。自分専用の携帯電話の所持率は、小学校から中学校に掛けて緩やかに増加し、中学校卒業から高校入学に掛けてほぼ１００％になる。
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次号の掲載内容（予定）


　コミュニティ型のＷｅｂサイト（ＳＮＳ：Social Network Service）について紹介します。

















メール機能やインターネット機能の利用について


・１日に送信するメール件数の平均は、中学生になると急激に増加する。特に高校１年生の４人に１人は、１日に平均５０件以上のメールを送信すると回答している。


・メール機能やインターネット機能を利用する時間帯は、高校入学と同時に「学校で」（休み時間、授業中、放課後、部活動中）という回答が増えるが、全体的には「自宅で」（自宅で、１人で過ごす時間、自宅で家族と過ごす時間、深夜）という回答が圧倒的に多い。


・メールをする相手は、主に家族や学校の友人であるが、中学生から高校生に掛けて学校外の友人という回答が増加する。（中学生が約４割、高校生が約５割）


・実際に会ったことはない人とメールをよくしていると回答した児童生徒の割合は、中学３年生が約１５％であり、そのうち５割は「実際に会ってもいいと思う」と回答している。
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・１日にインターネット機能を利用する時間の平均は、年齢とともに増加する傾向である。特に、高校２年生と３年生の４人に１人は、１日に２時間以上利用していると回答している。（高校２年生と３年生の女子の約２割は３時間以上利用していると回答している。）


・高校３年生の３人に１人がブログやプロフを開設している。ネットゲームへの参加や利用も増加傾向にあり、男女ともに２割程度になっている。
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